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特集：商品開発
　　　～利用促進による線区活性化～ ･････････････････････････････････････････ＪＲ旅客 6社
グループ企業の躍進：不動産事業 ･････････････････････････････････････ＪＲ各社グループ会社
コメンタリー：「北海道洞爺湖サミット」を終えて ････････････････････････････････ＪＲ北海道

　私事で恐縮ですが，4年前まで10年間ほど富士山の麓で暮らしていま
した。
　富士山に積もった雪が解けて富士山にしみ込んだあと，伏流水として
再び地表に顔を出すまでに数10年かかるといわれています。富士山と
いう巨大な濾過装置を通ったおいしい水は，残念ながら水道法で定めら
れている最低限の塩素消毒がおこなわれて地元の水道水として使用され
ています。東京に戻ってきてからは，少しでもおいしい水を飲むために
水道に浄水器をつけていますが，それでも4年前まで飲んでいた浄水器
をつけていない水道水には敵いません。
　食べ物の味に対する評価は，味が濃いや薄いなど人によって異なり，
同じ人でも生活習慣や環境によって変わってきます。しかし，おいしい
水への評価は，違う人でも，また同じ人の生活習慣や環境に変わっても
不変のように思います。
　1971年に第2回大宅壮一賞を受賞したイザヤ・ベンダサンの『日本人
とユダヤ人』に「日本人は，昔から"水と安全はただ"と思って暮らして
きました」とありますが，水と安全は，私達の暮らしに意識しなくても
あるべき必要不可欠なものだといえます。
　本号では，公共交通機関である鉄道に必要不可欠な安全性と信頼性の
確保ために行っている鉄道総研の研究開発の一部を，車両や軌道などの
ハードウェアとリスク管理や運転適性検査などのソフトウェアの両方か
ら紹介させていただきました。利用者が安心して使える鉄道の安全に少
しでもお役に立てれば幸いです。（T. N.）




